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市町村が消防本部とともに設置している消防機関の一つ

で，無尽とは，そもそも相互扶助を目的とした鎌倉時代

に始まり，江戸時代に流行した組織である．参与観察を

実施していく中で，まちづくり活動を行っている重要人

物らは消防団及び商工会に参加していたことがわかった．

しかし，商工会は町内で自営業を営んでいる人が参加す

るが，消防団は町内に住んでいる人なら参加することが

できることから町内でより大きなネットワークが存在す

ると考え消防団に焦点をあてることとした．また，無尽

はまちづくり活動の参加に関わらず，岩村町の人々の間

で浸透していることが把握でき，人のつながりに何らか

の関連があると考えられることから，これら2種のコミ

ュニティに焦点を当てる． 

５．人々のつながりを支えている 2 種のコミュニティ 

岩村町における人々のつながりの根底にあると思わ

れる消防団・無尽について把握するため，具体例に関す

るヒアリング，文献調査などから分析を行う．そして，

それらがなぜこのような形となり，またどのように維持

されてきたのか，また，いつからそのような形になった

のかを明らかにする． 

その際，消防団では，第 1 に団員の間でどのようなつ

ながりがあるのか，第 2 に入団していた人がどのように

まちづくり活動に参加していたのか，第 3 に団員のつな

がりがどのようにして持続的なまちづくり活動につなが

っているのかを視点とする．また，無尽では，第1にど

のようにして成り立ったのか，第2に岩村町においてな

ぜ現在も無尽が存在するのか，第3に現在行われている

無尽はどのような形態なのかを視点とする． 

(1)消防団について 

消防団6）は，その構成員である消防団員は，他に本業

を持ちながらも，権限と責任を有する非常勤特別職の地

方公務員として，「自らの地域は自ら守る」という郷土愛

護の精神に基づき，消防防災活動を行っている． 

岩村町の消防団 7)は，中山間地域であることなどの理

由により消防活動だけでなく，防災組織としての活動が

必要視されている．団員は住民を災害から守るため日々

訓練を行い，災害があった場合に備えている．年間の約

半数を消防団として活動をともにしていることから，そ

の人々の間につながりが存在することが考えられる．岩

村町は，消防団の人材不足などの理由から，町内に仕事

先がある男性は消防団に入るという伝統が存在する．ま

た，消防団以外のまちづくり組織においても人材不足で

あることから，消防団に入団している人，入団していた

人がまちづくり活動に参加していることがある．そのこ

とから，岩村町において，消防団によって構築されたネ

ットワークは岩村町の人々のネットワークを支える一つ

であることが考えられる．  

(2)無尽について 

研究対象地域である岩村では，無尽と呼ばれる金融の

形態が現在も存在する．無尽8)は，戦前に営業を目的と

した営業無尽が行われるようになり，事業者には脆弱ま

たは詐欺的経営，利用者に不利な契約をさせる者も多か

った．また，掛金の延滞，担保物件の鑑査，裁判上の係

争が頻出するようになり無尽は衰退していった． 

岩村町では，現在も無尽というコミュニティが維持さ

れていることから，無尽本来の相互扶助という目的が維

持されてきたことが考えられる．現在岩村町に存在する

無尽は，江戸時代にあったような金銭を融通するものと

いうよりは，情報交換の場，親睦の場となっている．無

尽の種類や参加している人によって，様々な会話が話さ

れており，岩村町内における人々のネットワークや人間

関係を構築する場となっていることが考えられる．この

ネットワークが，岩村町の持続的なまちづくりを支えて

きた人々のネットワークの根底に存在する可能性が高い． 

６．おわりに 

 本研究では，普段の人々の暮らし，場所における人相

互のつながりの根底に何らかの構造を読むための視点を

探るため参与観察を行った．その結果，消防団及び無尽

が重要であることがわかった．今後，岩村町における人々

のつながりの構造を明らかにすることで，今後のまちづ

くり活動を持続的に行っていく知見を得ることができる

と考える． 
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